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～災害を防ぐ行政の取組 

（公助について）～ 

発問計画 

 

３、４時限用 
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２． 水害を防ぐ行政の取組（公助について）                                                  

本時のねらい（目標） 

身近（校区）にある水害を防ぐための施設について、それぞれの施設の役割や位置、誰がつくったのか（管
理しているのか）等、資料を活用して調べる活動を通して、水害からわたしたちの命や生活を守るために、市
や県、国が様々な工夫をしていることを理解する。 

※指導計画の は、予想される児童の発言（児童に伝えたい発言）を示す。 
流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説 

導入 

(10分) 

1. 資料をもとに河川施設への関心を引

き出す 

 

（資料１を提示する） 

 

 
 

＜学習の課題＞ 

「水害を防ぐために、どのような取り組

みがされているのだろう」 

 

＜学習の予想＞ 

 
 

・学習課題をもつた

めに、既習資料も

活用して、考える

よう問いかける。 

【資料１】河川施設 

 

 

 

展開 

(25分) 

2.それぞれの施設の役割や管理につい

て、資料を使って調べる。 

 

（資料２、３を配布する） 

 

※グループワーク： 

・『河川堤防』『樋門』などのグループに

分かれ、それぞれの施設の役割や管理

者について、資料を使って調べる。 

・調べた内容をワークシートにまとめ

る。 

 

 
※解説： 

・市や県、国など、公の機関によって行

われている災害を防ぐ工夫（取り組

み）を、「公助」という。 

・特に施設を整備する取り組みを「ハー

ド対策」という。 

・身近な河川等に

は、水害を防ぐた

めの施設がたく

さんあることに

気づくように資

料からわかるこ

とを問いかける。 

 

・それらの施設は、

市だけでなく、県

や国など、様々な

機関の人が協力

して管理してい

ることに気づく

ように助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 2】河川施設資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・堤防を強くする。 
・川があふれないか見張る。 
・川の幅を広げる。 

など 

発問： 
水害を防ぐために、どのような工夫
がされているのでしょう？ 

発問： 
資料から、どんなことが分かりまし
たか？分かったことや考えたことを
発表してください。 

・堤防は、雨で川の水が増えたとき
に、まちを守るためにある。 

・堤防は、国だけでなく、県や市も
管理している。 

など 

 

 発問計画・学習教材 
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流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 3】国土交通省のハード対策

事例 

 
 

終末 

(10分) 

3. 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

・学習でわかったこ

とをノート（ワー

クシート）に記入

させる。 

 

【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業のポイント 

「公助」を授業に取り入れるにあたり、国土交通省、岐阜県、各自治体の取り組みはハード対策とソフト対

策がある。内容にボリュームがあるため、本教材では、2時限（3時限目にハード対策、4時限目にソフト

対策）に分けて授業を実施することを想定している。 

 

「公助」のみを授業で実施する場合、「公助」のほか、地域の人々が助け合う「共助」。自分の命は自ら守

る｛自助｝についても言及しておく。 

児童には「自助・共助・公助」の三助について意識付けさせる。 

  

国土交通省の水害を防ぐための取り組み(ハード対策編) 資料３

学習のまとめ 
・市（町）では、水害からまちを守
るために、市（町）や県、国が様々
な対策を行っている。 



 

4 

 

２． 水害を防ぐ行政の取組（公助について）                                                  

本時のねらい（目標） 

水害被害を最小限におさえたり、安全に避難するための取り組みについて、それぞれの取り組みの役割や誰
の取り組みか等、資料を活用して調べる活動を通して、水害からわたしたちの命や生活を守るために、市や県、
国が様々な工夫をしていることを理解し、関心を深める。 

※指導計画の は、予想される児童の発言（児童に伝えたい発言）を示す。 
流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説 

導入 

(10分) 

1. 資料をもとにハード対策以外の取り

組みへの関心を引き出す 

 

（資料 4を提示する） 

 

 
 

＜学習の課題＞ 

「水害被害を少なくするために、どのよ

うな取り組みがされているのだろう」 

 

＜学習の予想＞ 

 
 

・前回の授業の内容

を振り返り、今日

の学習の目的につ

いて全体で確認す

る。 

 

 

【資料 4】ソフト対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

(25分) 

2. 施設の管理（ハード対策）以外の公

助の取り組み（ソフト対策）について、

資料を使って調べる。 

 

（資料５、６を配布する） 

 

※グループワーク： 

・『河川パトロール』『水防訓練』などの

グループに分かれ、それぞれの取り組

みの内容や実施者について、資料を使

って調べる。 

・調べた内容をワークシートにまとめ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・施設の管理などの

「ハード対策」だ

けでなく、水害の

発生に備えた訓練

や、水位の監視な

どの「ソフト対策」

を行っていること

を伝える。 

 

・訓練やパトロール

など、市だけでな

く、県や国などと

も協力して実施し

ていることを伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 5】ソフト対策資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・河川の水位を確認している 
・水防活動をしている 
・ハザードマップをつくっている 

など 

発問： 
水害を防ぐため、あるいは被害をで
きるだけ小さくするために、どのよ
うな工夫がされているのでしょう？ 

 

発問： 
水害を防ぐために、施設をつくって
管理する他に、どのような工夫があ
るのでしょうか。 

・川や橋に異常がないか、パトロー
ルしている。 

・水害に備えて、市や県、国、水防
団などが一緒に訓練をしている。 

・水害からまちを守るために、たく
さんの人が、様々な工夫をしてい
ることが分かった。 

など 



 

5 

 

流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説 

・特に施設を整備する取り組みを「ハー

ド対策」という。 

 

【資料 6】国土交通省のソフト対策

事例 

 

終末 

(10分) 

3. 学習のまとめをする。 

 

 
 

・学習でわかったこ

とをノート（ワー

クシート）に記入

させる。 

 

【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のまとめ 
・私たちのくらしを守るために、市
（町）や県、国などが水防団など
と協力して普段から活動をしてい
る。 

 

国土交通省の水害を防ぐための取り組み(ソフト対策編) 資料６


